
特 集 平成26年度振興公社決算報告

津別町まちなか再生事業の取組状況

今月の表紙 津別小学校大運動会～『一致団結 めざせ優勝』をテーマにみんなで協力して頑張りました～

まちの話題 第10回 クリンソウまつり開催 可憐な花と楽しい催しを満喫

世界平和への願いを新たに 殉公者追悼式が執り行われる

温故知新

今も現役の野球審判

共和 佐藤 忠 さん



収入の部

支出の部

清掃管理事業原価 104,799

グレステンスキ－事業原価 1,425

一般管理費 24,091

特別損失 2,000

支出合計 132,315

税引前当期利益 3,070

法人税充当額 533

当期利益 2,537

６
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
、

津
別
町
振
興
公
社
と

相
生

（株）

（株）

振
興
公
社
の
平
成

年
度
決
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

26

の
公
社
は
、
町
が
出
資
し
て
い
る
も
の
で
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
っ
て
事
業
報
告
と
決
算
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
回
、
両
公
社
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

振
興
公
社
決
算
報
告

津別町振興公社損益計算書 単位：千円

（平成26年4月1日から平成27年3月31日まで）

受
託
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
岐
・
活
汲
小
学

校
の
特
別
清
掃
業
務
を
除
き
、
日
常
清
掃
業
務

８
施
設
、
特
別
清
掃
業
務

施
設
、
施
設
管
理

１２

業
務

施
設
、
公
園
管
理
業
務
６
施
設
、
公
衆

１１

浴
場
管
理
業
務
１
施
設
は
、
ほ
ぼ
当
初
の
計
画

ど
お
り
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
事
業
に
つ
い
て
は
、
グ
レ
ス
テ

ン
ス
キ
ー
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
５
月
～

月
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
及
び
夏
休

１０み
期
間
中
の
営
業
と
し
、
営
業
日
数

日
で
１

８５

２
８
７
人
（
前
年
度
１
１
１
０
人
）
と
昨
年
度

を
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
し
た
。

津
別

世
紀
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
５
月
～

２１

月
ま
で
毎
日
利
用
可
能
と
し
、
日
帰
り
利
用

１０者
５
８
０
人
（
前
年
度
４
２
９
人
）、
宿
泊
利
用

者
１
８
０
４
人
（
前
年
度
１
７
７
８
人
）
と
前

年
度
を
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
ホ
テ
ル
事
業
撤
退

か
ら
７
年
を
経
過
し
、
１
９
４
９
万
２
千
円
ま

で
あ
っ
た
累
積
赤
字
を
本
年
度
に
お
い
て
す

べ
て
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う
に
あ
た
り
常

勤
職
員
、
パ
ー
ト
職
員
、
臨
時
職
員
、
季
節
職

員
の
職
員
総
数

人
の
人
員
体
制
で
業
務
を

５６

行
い
ま
し
た
。

《
平
成

年
度
》

２６

主
要
事
業
で
あ
る
「
相
生
物
産
館
」
の
営

業
に
つ
い
て
は
、

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

14

平
成

年
8
月
に
「
道
の
駅
」
と
し
て
登
録

15

さ
れ
、
来
場
者
は
順
調
に
推
移
し
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
は
来
場
者
数
、
売
り
上
げ
と
も

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
は
そ
の
脱
却
に
挑
ん
で
参

２６

り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
に
続
く
赤
字
は
回
避

し
た
も
の
の
非
常
に
厳
し
い
状
況
は
続
い

て
い
ま
す
。
収
入
は
対
前
年
比
1
・

％
増
、

28

1
2
7
万
円
増
と
な
り
、
最
終
的
に
は
、
税

引
き
前
当
期
利
益

万
2
千
円
を
計
上
し
、

67

法
人
税
等
充
当
額

万
6
千
円
を
差
し
引

17

い
て
、
当
期
純
利
益

万
6
千
円
と
い
う
結

49

果
に
な
り
ま
し
た
。

職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
そ
ば
・
豆
腐
製

造
販
売
部
門
で
は
2
人
の
職
員
と
平
均
３

人
の
パ
ー
ト
職
員
を
配
置
し
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
協
力
を
得
な
が
ら
業
務
を
行
い

ま
し
た
。

津

別

町

振

興

公

社

相

生

振

興

公

社

清掃管理事業収入 133,514

グレステンスキ－事業収入 1,660

事業外収入 211

特別利益 0

収入合計 135,385

収入の部

支出の部

店舗販売事業収入 81,023

公共施設管理事業収入 3,705

事業外収入 164

収入合計 84,892

店舗販売事業原価 55,768

公共施設管理事業原価 3,653

一般管理費 24,799

支出合計 84,220

税引前当期利益 672

法人税等充当額 176

当期利益 496

相生振興公社損益計算書 単位：千円

（平成26年4月1日から平成27年3月31日まで）

３
月

日
開
催
の
第
１
回
の
ま
ち
な

27

か
再
生
協
議
会
で
は
、
推
薦
団
体
等
よ

り
選
出
さ
れ
た
津
別
町
の
次
世
代
を
担

う
委
員
の
皆
様
と
、
役
場
担
当
者
で
行

わ
れ
、
町
長
か
ら
の
委
嘱
状
交
付
の
後
、

担
当
者
よ
り
津
別
町
の
中
心
市
街
地
の

状
況
、
ま
ち
な
か
再
生
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
の
説
明
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

４
月

日
開
催
の
第
２
回
か
ら
は
取

17

り
組
み
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

一
般
公
開
形
式
に
て
行
い
ま
し
た
。
事

業
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
筑
波
大

学
大
澤
教
授
、
津
別
町
と
筑
波
大
学
の

橋
渡
し
役
で
あ
る
中
川
教
授
、
筑
波
大

学
と
と
も
に
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
小
樽
商
科
大
学
大
津
准
教
授
、

事
業
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
ふ
る
さ

と
財
団
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
授
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
こ
の
事

業
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
を

い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
財
団
の
方
か
ら

は
、
ふ
る
さ
と
財
団
の
取
組
内
容
に
つ

い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

議
の
最
後
に

は
事
業
の
今

後
の
進
め
方

に
活
用
す
る

た
め
委
員
、

講
師
の
方
へ

ア
ン
ケ
ー
ト

を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

５
月

日
開
催
の
第
３
回
で
は
、
ま

22

ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
ご
と
に
具
体
的
な

取
組
に
つ
い
て
、
学
ん
で
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
山
本
幸
子
助
教
に
よ
る

「
建
築
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
て
人
の
流

れ
を
変
え
る
」
と
題
し
た
空
き
家
活
用

に
関
す
る
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ
の

講
演
を
も
と
に
、
委
員
同
士
に
よ
る

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
発
表
を
行
い
、

山
本
助
教
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

委
員
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で

は
「
高
齢
者
、
子
供
、
若
者
が
「
集
え

る
場
」
が
ほ
し
い
」「
空
き
家
の
現
状
把

握
が
必
要
で
は
な
い
か
」「
主
体
と
な
る

担
い
手
は
誰
が
よ
い
の
か
」
な
ど
短
い

時
間
の
中
で
も
様
々
な
意
見
や
議
論
が

交
わ
さ
れ
、
委
員
の
皆
様
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
思
い
が
伝
わ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
参
加
者
の
方
か
ら
の
意

見
で
は
、「
昔
は
子
供
た
ち
が
集
ま
る
機

能
と
し
て
駄
菓
子
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
」

「
宮
坂
さ
ん
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
屋
さ

ん
の
よ
う
な
場
が
あ
っ
た
ら
子
供
た
ち

が
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
」「
裂
き
織
り
と

い
っ
た
手
芸
を
す
る
と
い
う
目
的
を
生

み
出
す
こ
と
で
、
高
齢
者
の
方
が
集
ま

り
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
る
の

で
は
」と
い
っ

た
、
地
域
の

歴
史
や
実
情

を
踏
ま
え
た

意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

6
月

日
に
は
ま
ち
な
か
再
生
事
業

12

の
取
組
み
を
町
内
外
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー

マ
と
し
た
キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
司
会
、
進

行
は
津
別
町
と
の
連
携
機
関
で
あ
る
筑

波
大
学
、
小
樽
商
科
大
学
の
学
生
に

担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
な
る
貴

重
な
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
基
調
講
演
「
逆
境
を
強
み
に
」

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
代
表
取
締

役
社
長

井
畑
滋
様

○
講
演
「
ロ
ー
カ
ル
パ
ス
タ
イ
ム
（
地

域
の
娯
楽
）
と
そ
の
可
能
性
」

東
京
国
際
映
画
祭
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

小
西
弘
樹
様

○
講
演
「
北
海
道
に
お
け
る
道
路
と
地

域
の
活
性
化
」

北
海
道
開
発
局
建
設
部
道
路
計
画
課

長

和
泉
晶
裕
様

厳
し
い
環
境
の
中
、
鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
を
創
設
し
、
逆
境
を
強
み
に
し

て
、
チ
ー
ム
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
歴

史
背
景
、
過
疎
地
域
が
弱
み
に
感
じ
て

い
る
こ
と
は
、「
地
域
の
娯
楽
」
に
な
り

う
る
可
能
性
が
あ
る
。
道
の
駅
、
シ
ー

ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
エ
イ
の
観
光
と
し
て
の

可
能
性
、
と
い
っ
た
講
演
内
容
に
参
加

者
の
皆
様
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
半
に
は
、
前
日

に
行
わ
れ
た
、
筑
波
大
学
学
生
と
ま
ち

な
か
再
生
協
議
会
委
員
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
発
表
が
行
わ
れ
、
山
上
裕

一
朗
さ
ん
、
工
藤
伸
也
さ
ん
、
難
波
茂

さ
ん
、
田
島
博
光
さ
ん
が
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
を
代
表
と
し
て
人

口
減
少
、
空
き
家
対
策
等
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
ご
と
に
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
な
い
も
の
ね
だ
り
か
ら
の
脱
却
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
津
別
町
で
」

「
津
別
町
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
」「
6

次
産
業
化
で
津
別
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

を
」
と
い
っ
た
、
筑
波
大
学
生
と
の
熱
心

な
議
論
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
ま
ち
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
は
、
委
員
の
皆
様
の
津

別
町
を
想
う
気
持
ち
が
詰
ま
っ
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
１
２
５
名
の
出

席
が
あ
り
、
こ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
皮
切
り
に
津
別
町
の
取
組
を

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
今
後
、
筑
波
大

学
と
の
連
携
の
下
、
ま
ち
な
か
再
生
事

業
を
更
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

プロデューサーを務める大澤教授

第
１
回
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会

キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催

第
２
回
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会

第
３
回
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会筑波大学・山本幸子助教

シンポジウム会場の様子

問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線240）



主 催 津別観光協会・つべつ夏まつり実行委員会

問い合わせ先 津別観光協会事務局 緯７７－３７７１（さんさん館）

〇ＲＥＣつべつ演奏 18：10～18：30

〇津別中学校吹奏楽部演奏 18：40～19：00

〇つべつ夏まつり開会式 19：10～19：20

〇第３２回つべつ千人踊り 19：30～20：00

〇もちまき大会 20：10～20：20

〇花火大会 20：30～21：00

※悪天候の場合、花火は12日（20：30）に順延となり

ます。

ゆるキャラたちも
遊びに来るよ！

〇ふなっしー登場！！（入場無料）

・第１ステージ 津別２１世紀の森キャンプ場

11：45～12：00（開場9：00）

・第２ステージ 河岸公園（夏まつり会場）

14：30～14：45（開場9：00）

※町民の皆さんは、ぜひ「第２ステージ」に早め

にお越しください。

※河岸公園周辺の駐車場を町民専用駐車場と

してご用意します。

〇琴伝流大正琴・瑠璃の会演奏 9：20～09：50

〇ROCKFES野外 9：30～15：00

〇MBAバトントワリング 10：00～10：30

〇特産ビーフまつり 10：30～14：00

〇津別郷土芸能 山鳴太鼓保存会演奏

10：50～11：20

〇第11回つべつ川のぼり大会 11：00～12：00

〇管内カラオケ

選手権大会

11：40～13：20

ま
る
太
く
ん

ぎゅうたろう

そ
ら
っ
き
ー

ノ
ン
キ
ー
く
ん

あったらいいなぁ、こんなもの
～北国の暮らし にぬくもりを添える「木」の用品～

ै  ༡ ਬ

主催 愛林のまち 津別町

審査員 審査委員長 佐藤多一津別町長 他審査委員数名

応募受付期限（申込書の提出）

平成27年９月30日（水）必着

応募資格 どなたでも応募できます。

応募部門 ○大人の部

○子どもの部（中学生以下)

ジュニアの部…小学４年生以下

シニアの部…小学５年生以上

応募規定（作品規定）

臼作品の素材が木(根・葉・実を含む)であること。もし

く は、木が重要な機能を果たしているもの。

渦作品の縦・横・高さの合計が180唖以内であること。

嘘未発表の作品であること。

唄応募点数は１人５点まで。

応募方法 所定の出品申込書に必要事項を記入し、持参ま

たは郵送してください（FAX・メールも可）。

※記入いただいた個人情報の取り扱いに関しては応募要

項をご覧のうえご確認下さい。

出品料 無料（搬入・搬出に要する経費は出品者の負担）

作品の搬入・搬出場所

・場 所 つべつ木材工芸館 緯0152－76－3335

〒092－0225 網走郡津別町字共和127-2

・日 時 搬入日時/10月１日（木）～10月７日（水）

午前10時～午後４時（１０月6日を除く）

搬出日時/10月21日（水）～11月2日（月）

午前10時～午後４時（10月27日を除く）

審査会・審査発表 10月9日（金）※入賞者に直接連絡

展示会 期間／10月10日（土）～10月19日（月）

場所／つべつ木材工芸館

応募・問い合わせ先

津別町役場 産業振興課 林政グループ

〒092－0292 網走郡津別町字幸町41

緯0152－76－2151（内線260)

FAX0152－76－2976

Ｅ-mail：sangyo1@town.tsubetsu.hokkaido.jp

※出品申込書は津別町のホームページからもプリント

アウトできます。

http://town.tsubetsu.hokkaido.jp/

子どもジュニアの部 最優秀賞（１点）図書カード1万円 大人の部 最優秀賞（１点）賞金10万円

優秀賞（２点）図書カード５千円 優秀賞（２点）賞金２万円

子どもシニアの部 最優秀賞（１点）図書カード1万円 《審査員特別賞》 大人の部（２点）賞金１万円、

優秀賞（２点）図書カード５千円 子どもジュニア、シニア共通（４点）図書カード３千円

※大人の部最優秀作品については、賞金をもって買い取りとさせていただきますのでご了承願います。

子どもジュニア、シニアの部の最優秀作品は、1年間展示後、返却いたします。

私
た
ち
は
森
の
恵
み
や
大
切
さ
を
理

解
し
て
い
て
も
、
生
活
の
中
で
は
つ
い

忘
れ
が
ち
で
す
。

日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
、
使
い
な
が

ら
木
や
森
の
良
さ
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
自

然
と
仲
良
く
な
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

生
活
の
中
に
あ
る
用
品
が
『
使
っ
て

楽
し
い
、
飾
っ
て
楽
し
い
』
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
と
し
て

生
ま
れ
て
く
る
よ
う
、
ク
ラ
フ
ト
展
を

実
施
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

葛
２
０
１
４
津
別
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
展

大
人
の
部
最
優
秀
作
品

「
エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
危
機
一
髪
」

̱ˍ˓ Ȫാȫஜऱ
ĲķȇııȡĳĲȇıı

˓ ĳ̱Ȫȫུ ऱ
ĺȇııȡĲĶȇĴı

ふ
な
っ
し
ー
が

や
っ
て
く
る
な
っ
し
ー

会場周辺は混雑が予想されますので

交通規制が実施されます。

市街地の皆さんはマイカー利用をさけて

くださるようご協力をお願いします。



問い合わせ先 北海道後期高齢者医療広域連合 緯011－290－5601

役場 保健福祉課 健康医療グループ 後期高齢者医療担当 緯76－2151（内線229）

◆

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
ご
使
用
し
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
が
平
成

年
７
月

日
を
も
っ
て
満
了

27

31

と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

７
月

日
（
水
曜
日
）
よ
り
、
新
し
い
保
険
証
を
更
新
し
ま
す
の
で
、
保
健
福
祉
課

15

後
期
高
齢
者
医
療
担
当
厩
番
窓
口
に
印
鑑
と
旧
保
険
証
を
ご
持
参
い
た
だ
き
更
新
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
新
し
い
保
険
証
は
、
更
新
の
日
か
ら
す
ぐ
に
使
用
で
き
ま
す
。

◎
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成

年
７
月

日
で
す
。

28

31

◎
役
場
ま
で
更
新
手
続
き
に
こ
ら
れ
な
い
方
は
、
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
電
話
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
年
の
新
し
い
保
険
証
の
色
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
す

◆
減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）
も

新
し
く
な
り
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
が
平
成

年
７
月

日
を
も
っ
て
満

27

31

了
と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
保
険
証
と
同
じ
く
１
年
間
で
す
。
引
き
続
き
交
付
対
象

に
該
当
す
る
方
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
減
額
認
定
証
を
保
健
福
祉
課
後
期
高
齢
者
医
療

担
当
厩
番
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

新
た
に
減
額
認
定
証
が
必
要
に
な
る
方
は
、
下
表
の
交
付
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を

ご
確
認
の
上
、
保
健
福
祉
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
の
新
し
い
減
額
認
定
証
の
色
は
ピ
ン
ク
色
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

～
保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
の
一
斉
更
新
に
つ
い
て
～

◆

医
療
費
通
知
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

被
保
険
者
の
皆
様
に
健
康
や
医
療
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療
費
を

半
年
ご
と
に
ま
と
め
、
ご
希
望
の
方
を
対
象
に
医
療
費
通
知
と
し
て
送
付
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
次
回
の
発
行
は
、
９
月
（
平
成

年
１
月
～
６
月
の
医
療
費
を
対
象
）
に
行
い
ま
す
。

27●
医
療
費
通
知
を
新
た
に
発
行
希
望
の

方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

新
た
に
医
療
費
通
知
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
又
は
役
場
保
健
福
祉
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
電
話
で
の
ご
連
絡
だ
け
で
発
行

手
続
き
が
で
き
ま
す
）。

○
す
で
に
「
発
行
希
望
」
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
て

い
る
方
に
は
、
継
続
し
て
発
行
し
ま
す
の
で
、
再

度
の
ご
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
医
療
費
通
知
を
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
申

請
等
の
手
続
き
を
さ

れ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
こ
の
通
知
を
確
定
申

告
な
ど
の
「
医
療
費

控
除
」
の
領
収
書
の

代
わ
り
と
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

世帯全員が住民税非課税である方区分衛

世帯全員が住民税非課税である方のうち、

次のいずれかに該当する方

・世帯全員の所得が０円の方

（公的年金収入のみの場合、その受給額が８０万円以下の方）

・老齢福祉年金を受給されている方

区分英

〈減額認定証の交付対象…次の区分英または区分衛に該当する方〉

平成２７年８月診療分から

０歳～中学生の医療費

現物給付とは、道内の保険医療機関に受診した際に支払う窓口負担が、『乳幼児等医療受給者証』

を提示することで、※０円になります。

※ただし、自費診療分、食事代、容器代等の保険適用外は除きます。

注 意 事 項

■一部の保険医療機関で現物給付の対応ができない場合があります。

■この場合、これまでどおり領収書を添えて窓口申請することで、医療費の給付を受けることができます。申請期

限は、受診した日の翌月から２年です。

■対象者全員に、『乳幼児等医療受給者証』を交付します。７月末にご自宅へ郵送されますのでご確認ください。

問い合わせ先 保健福祉課 健康医療グループ 医療給付担当（厩番窓口） 緯76－2151（内線228・229）

※この医療費助成は、津別町在住の方に限ります。転入・転出の際には手続きが必要になりますので、必ず窓口

にお越しください。

☆所得制限が撤廃されます☆
平成２７年８月診療分から所得制限が撤廃され、今まで所得超過で該当にならなかった方も

助成が受けられます。

※重度心身障がい者及びひとり親家庭等医療給付費事業の対象者は、これまでどおり変更はありません。

《現物給付化》

申請の手間が

省けて便利！

乳幼児等医療費給ັ事ު

現物給付できない病院へ受診

又は受給者証を忘れた場合

通常通り窓口で支払い

役場へ助成申請

※領収証を添付

助成金を受け取る

※保険適用分のみ

ۨ
ۨ

ۨ

˪ˡ˳Ȋ
現物給付できる病院へ受診

受給者証を提示

窓口での支払い０円！

※保険外分は支払い有り

ۨ



『
第

回
ク
リ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
』
が
、
６
月

日
か

10

20

ら

日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
上
里
町
民
の
森
自
然
公

28
園
（
愛
称
・
ノ
ン
ノ
の
森
）
と
ラ
ン
プ
の
宿
・
森
つ

べ
つ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
期
間
中
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
や
森
林

ヨ
ガ
体
験
、
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
な
ど
様
々
な
催
し
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
森
の
持
つ
癒
し
の
力
を
実
感
。
ク

リ
ン
ソ
ウ
が
群
生
す
る
散
策
路
周
辺
で
は
、
家
族
連

れ
や
観
光
客
が
可
憐
に
咲
い
た
花
を
眺
め
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
、
津
別
の
音
楽
愛
好

サ
ー
ク
ル
な
ど
が
日
替
わ
り
で
演
奏
す
る
「
森
の
音

楽
会
」
も
行
わ
れ
、
会
場
は
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

戦
没
者
を
慰
霊
し
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
「
殉
公
者
追
悼
式
」
が
、
６
月

日
、
津
別
町

15

平
和
の
碑
広
場
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

黙
祷
、
国
歌
斉
唱
に
続
い
て
、
式
典
委
員
長
の
佐

藤
多
一
町
長
が
式
辞
を
述
べ
、「
平
和
は
全
世
界
共
通

の
願
い
で
す
が
、
テ
ロ
行
為
や
紛
争
は
む
し
ろ
拡
大

し
て
い
る
状
況
で
す
。
日
本
は
大
戦
か
ら
学
ん
だ
経

験
を
生
か
し
、
平
和
に
寄
与
す
る
た
め
努
力
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
世
界
平
和
の
実
現
を
訴
え

ま
し
た
。

北
海
道
知
事
（
代
読
）、
鹿
中
順
一
町
議
会
議
長
に

よ
る
慰
霊
の
辞
の
後
、
戦
没
者
遺
族
や
来
賓
、
関
係

者
な
ど
が
平
和
の
碑
に
献
花
を
行
い
、
平
和
と
鎮
魂

の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

第

回

ク
リ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
開
催

10
可
憐
な
花
と
楽
し
い
催
し
を
満
喫

世
界
平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に

殉
公
者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
る

▲クリンソウが咲く散策路を歩く ▲賑わうショッピングモール

▲森の音楽会 瑠璃の会の大正琴演奏 ▲森の音楽会 山鳴太鼓保存会の演奏

地
域
お
こ
し
協
力
隊
ご
紹
介
…
曽
根
そ
ね

一
毅
さ
ん

か
ず
き

※

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
の
事
業
で
首
都
圏
等
か
ら
地
域
へ

移
住
し
、
地
域
の
生
活
支
援
や
地
域
活
動
に
協
力
し
、
将
来
は
地
域
で

就
業
ま
た
は
起
業
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

6
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
、
相
生
物
産
館
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
曽
根
一
毅
さ

ん
（

歳
）。
旭
川
市
出
身
で
高

35

校
卒
業
後
、
主
に
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
の
調
理
業
務
に
従
事
し
て
き

ま
し
た
。
特
技
は
弓
道
で
、
旭
川

弓
道
市
民
大
会
で
優
勝
し
た
こ

と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
こ
れ
ま
で
の
調
理
の
経
験
を

活
か
し
て
、
津
別
の
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
を
出
せ
る
商
品
提
案
な
ど

を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
抱
負
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

６
月

日
、
達
美
の
網
走
川
沿
い

１６

に
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ハ
ル
ニ
レ
な
ど
広

葉
樹
の
苗
木
約
２
２
０
本
が
植
樹
さ

れ
ま
し
た
。
主
催
は
「
網
走
川
流
域

農
業
・
漁
業
連
携
推
進
協
議
会
」
で
、

海
と
大
地
に
関
わ
る
産
業
の
共
存
と

共
生
な
ど
を
目
的
に
、
例
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
今
年
は
、
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
１
７
９
市
町
村
応
援

大
使
の
、
津
別
実
行
委
員
会
も
植
樹

に
参
加
。
こ
ち
ら
は
津
別
町
応
援
大

使
に
選
ば
れ
て
い
る
中
田
翔
、
大
嶋

匠
両
選
手
の
本
塁
打
数
合
計
数
（
６

月

日
現
在
）
に
ち
な
ん
で
、
バ
ッ

１５
ト
材
の
原
料
と
な
る
ア
オ
ダ
モ
の
苗

木

本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

２２

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
大
使
記
念
植
樹
も

大
地
と
海
を
つ
な
ぐ
植
樹
実
施

住
民
が
住
民
を
支
え
る

新
た
な
社
会
貢
献
活
動

申し込み・問い合わせ先 保健福祉課 地域包括支援センター 緯76－2158

津別町あんしん生活サポートセンター（社会福祉協議会内）緯76－1161

日 時 ８月 8日（土）、８月 9日（日）
８月22日（土）、８月23日（日）
８月29日（土）、８月30日（日）
上記日程の午後１時～午後６時
※9月に地域実習、修了式を予定

場 所 津別町林業研修会館

津
別
町
市
民
後
見
人
養
成
研
修
～
受
講
生
募
集
～

津
別
町
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
な
ど
に
よ
る
判
断
能
力
が
低
下
し
た
方

に
対
し
て
、
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
「
津
別
町
あ
ん
し
ん

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
」
を
昨
年

月
、
津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
に

１０

設
置
し
ま
し
た
。

「
市
民
後
見
人
」
は
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
に
代
わ
っ
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

契
約
や
財
産
管
理
な
ど
の
後
見
活
動
を
行
い
ま
す
。

す
で
に
津
別
町
で
は
、
平
成

年
度
に

人
が
養
成
研
修
を
修
了
し
、
う
ち
３
人

２４

１０

が
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
研
修
で
は
、
成
年
後
見
制
度
の
仕
組
み

や
「
市
民
後
見
人
」
に
必
要
な
心
構
え
、
知
識
、
実
務
な
ど
を
学
び
ま
す
。

今
年
度
下
記
に
よ
り
実
施
す
る
養
成
研
修
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

受講料無
料

《

受

講

要

件

》

臼
年
齢

歳
以
上

歳
未
満
の
町
民
の
方
。

２０

７５

渦
成
年
後
見
制
度
及
び
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
福
祉
に
理
解
や
熱
意
が
あ
る
方
。

嘘
左
記
の
事
前
説
明
会
に
出
席
し
、
養
成
研
修
の
す
べ
て
の
過
程
を
受
講
で
き
る
見
込
み

が
あ
る
方
。

唄
養
成
研
修
後
、
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動
す
る
意
思
が
あ
る
方
。

欝
成
年
後
見
人
等
を
解
任
さ
れ
た
方
や
破
産
者
で
な
い
方
。

《

募

集

期

間

》

平
成

年
７
月
１
日
（
水
）
～
７
月

日
（
火
）

２７

２８

《

応

募

方

法

》

津
別
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
津
別
町
あ
ん
し
ん

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
「
津
別
町
市
民

後
見
人
養
成
研
修

受
講
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

載
し
申
し
込
む
こ
と
。

《

定

員

》

名

※
申
請
書
類
で
選
考
・
決
定
す
る
。

２０

ਘ͈日ࡄ଼ူ

日 時 ７月１３日（月）

午後6時30分から

場 所 津別町林業研修会館

（役場隣接）

内 容

講話 「市民が担う後見制度」

講師 弁護士 友澤太郎氏

（北見市ともざわ法律事務所）

市民後見人養成研修の概要

申し込み

下記の申し込み・問い合わせ先

に電話等で申し込みください。

মஜ୰ྶ会͈ٳट



今
年
４
月
に
開
園
し
た
認
定
こ
ど

も
園
こ
ど
も
の
杜
に
、
保
育
教
諭
と
し

て
勤
め
て
い
る
宮
浦
有
加
さ
ん
は
、
生

ま
れ
も
育
ち
も
津
別
町
。

津
別
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
人
と
か

か
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
、
釧

路
専
門
学
校
に
進
学
し
て
保
育
と
介

護
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
専
門

学
校
卒
業
後
は
、
釧
路
市
で
の
介
護
士

の
仕
事
を
経
て
、
3
月
ま
で
青
葉
幼
稚

園
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
で
は
２
歳
児

人
17

を
担
当
。
自
分
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を

や
り
た
が
り
、
動
き
も
活
発
に
な
っ
て

く
る
時
期
な
の
で
目
が
離
せ
な
い
そ

う
で
す
が
、「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に

元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
毎
日
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
園
児
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護

者
の
方
に
も
信
頼
さ
れ
、
安
心
し
て
任

せ
て
い
た
だ
け
る
職
員
に
な
る
こ
と

が
目
標
で
す
」
と
仕
事
へ
の
意
気
込
み

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

休
日
は
友
人
と
近
隣
に
出
か
け
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
時
に
は
専
門
学
校

時
代
の
友
人
た
ち
が
遊
び
に
来
た
り
、

こ
ち
ら
か
ら
釧
路
ま
で
遠
出
す
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す

宮
浦

有
加

さ
ん

みやうら ゆかさん／平成元年９月生まれ、認定こど

も園こどもの杜勤務

消費期限
・ ・ ・ ・

と賞味期限
・ ・ ・ ・

の違いはご存知ですか？
（農林水産省ホームページより）

《消費期限って？》

お弁当や洋生菓子、生鮮食品などの長くは保存がきかない食品に表示してあります。

開封していない状態で、表示されている保存方法に従って保存したときに、食べても

安全な期限を示しています。消費期限内に食べるようにしましょう。

《賞味期限って？》

ハム・ソーセージやスナック菓子、缶詰など冷蔵や常温で保存がきく食品に表示してあります。開封して

いない状態で、表示されている保存方法に従って保存したときに、おいしく食べられる期限を示しています。

賞味期限内においしく食べましょう。ただし、賞味期限を過ぎても食べられなくなるとは限りません。

《こんなことにも気をつけましょう！》

一度開封したものは、表示されている期限にかかわらず早めに食べるようにしましょう。表示されている

期限は、開封後も保証されているわけではありません。保存方法が書いてない食品は、常温で保存できます。

直射日光のあたらない、湿気の少ない場所で保存しましょう。

野菜を食べよう、1日 350ｇ！

野菜を知ろう：６月の野菜は「もやし」でした。もやしはビタミンCやビタミンB1、B2、カ

ルシウム、鉄、食物繊維や、でんぷんの消化酵素のアミラーゼなど多くの栄養素を含んでいます。

☆今月は新鮮なものは《いぼ》を触ると痛く、利尿作用や体を冷やす作用があり、今の季節に食

べたい野菜はわかりますか？

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
手
作
り
の

バ
ッ
ト
や
ボ
ー
ル
で
野
球
に
親
し
み
、

今
も
現
役
の
審
判
員
と
し
て
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

佐
藤
忠
さ
ん
。「
今
年
も
い
く
つ
か

の
大
会
で
審
判
を
務
め
る
予
定
で

す
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

５
男
４
女
の
長
男
と
し
て
上
里
に

生
ま
れ
た
佐
藤
さ
ん
は
、
中
学
を
卒

業
す
る
と
、
津
別
高
等
学
校
定
時
制

に
通
い
な
が
ら
津
別
営
林
署
相
生
伐

採
事
業
所
で
働
き
始
め
ま
す
。

高
校
卒
業
後
は
定
期
作
業
員
と
し

て
採
用
さ
れ
ま
す
が
、
昭
和

年
に

47

製
品
調
査
手
と
し
て
常
用
勤
務
に
就

く
ま
で
の

年
余
り
、
冬
期
間
は
失

10

業
保
険
で
や
り
く
り
す
る
苦
し
い
時

期
を
過
ご
し
ま
し
た
。
当
時
は
定
期

と
常
用
の
処
遇
の
差
が
大
き
く
、
労

働
組
合
な
ど
の
努
力
で
徐
々
に
処
遇

改
善
が
進
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
、
仕
事
の
合
間
の
楽
し

み
と
し
て
熱
中
し
た
の
が
野
球
で
し

た
。
所
属
し
た
津
別
林
友
チ
ー
ム
は

地
域
の
強
豪
と
し
て
知
ら
れ
、
北
見

管
内
の
営
林
局
署
大
会
を
制
し
、
ま

た
、
高
松
宮
杯
の
道
大
会
に
出
場
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
投
手
、
外

野
手
と
し
て
奮
闘
し
た
佐
藤
さ
ん
は

「
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
け
ど
、
昔

は
幌
付
き
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
選
手

が
何
人
も
乗
っ
て
遠
征
に
出
か
け
た

も
の
で
す
。
野
球
も
楽
し
か
っ
た
け

ど
、
試
合
後
に
皆
で
酒
を
飲
む
こ
と

が
一
番
の
楽
し
み
で
し
た
」
と
、
若

き
日
を
振
り
返
り
ま
す
。

選
手
を
退
い
た
後
は
、
審
判
員
と

し
て
野
球
に
係
わ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
昭
和

年
に
は
１
級
審
判
員
の

59

資
格
を
取
得
し
、
全
国
大
会
一
度
、

道
大
会
は
数
度
に
わ
た
り
審
判
を
務

め
ま
し
た
。

営
林
署
を
定
年
退
職
後
も
野
球
の

審
判
を
続
け
る
一
方
、
津
別
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
協
会
の
指
導
部
長
と
し
て
、

各
種
大
会
の
運
営
に
携
わ
る
な
ど
、

幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。「
お

か
げ
様
で
、
多
く
の
人
と
知
り
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
病
気
も
い
く

つ
か
持
っ
て
い
ま
す
が
、
体
を
動
か

す
こ
と
で
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
、

に
こ
や
か
に
話
す
佐
藤
さ
ん
で
す
。

『
昼
間
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
銀
行
に
行

け
な
い
』『
い
つ
も
納
付
書
を
な
く
し
て

し
ま
う
』
等
の
方
は
、
口
座
振
替
の
ご
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
手
続
き
さ
え
済

ま
せ
て
お
け
ば
、
預
金
口
座
か
ら
自
動
で

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
毎
回

納
期
ご
と
に
金
融
機
関
に
行
か
な
く
て

済
み
ま
す
。

手
続
き
は
、
町
内
金
融
機
関
窓
口
に
て
、

通
帳
と
印
鑑
を
持
参
の
上
「
町
の
税
金
の

口
座
振
替
を
し
た
い
」
と
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

現
金
で
納
税
し
た
い
方
は
、
北
見
信
用

金
庫
、
網
走
信
用
金
庫
、
津
別
町
農
業
協

同
組
合
、
北
洋
銀
行
、
北
海
道
内
全
て
の

郵
便
局
及
び
津
別
町
役
場
で
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
金
融
機
関
窓
口
が
閉
ま
っ
た
後

で
も
、
津
別
町
役
場
の
窓
口
は
午
後
５
時

分
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

15ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
す
す
め

さとう ただしさん／昭和16年３月、津別町生まれ／

74歳／共和在住

さ
ん

佐
藤

忠

今
も
現
役
の

野
球
審
判

【447】

問い合わせ先 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）

◎
７
月
は
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

第
２
期
の
納
付
月
で
す
。

◎
納
期
限
は
７
月

日
（
金
）
で
す
。

31

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
引

落
口
座
の
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先

の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没

者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等

の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
費

万
円

10

実
施
地
域
の
例

旧
満
州
、
旧
ソ

連
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ボ

ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
終
戦

周
年
記
念
洋
上
慰
霊
、
他

70
日

程

出
発
日
（
実
施
地
域
に

よ
り
）
平
成

年
8
月
3
日
～

27

平
成

年
2
月
下
旬

28

問
い
合
わ
せ
先

日
本
遺
族
会
事
務
局

緯

室
３
２
６
１
室
５
５
２
１

03
消
防
法
施
行
令
第
３
条
の
規
定

に
基
づ
く
、
甲
種
防
火
管
理
資
格

取
得
講
習
会
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
（
乙
種
防
火
管
理
講
習
は

実
施
し
ま
せ
ん
）。

日

程

８
月

日
（
火
）、

日

２５

26

（
水
）
の
二
日
間

場

所

美
幌
・
津
別
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
２
階
講
堂

（
美
幌
町
栄
町
１
丁
目
４
番
地
）

費

用

５
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
等
）

受
講
手
続

受
講
申
請
書
を
美
幌
・

津
別
広
域
事
務
組
合
、
又
は
津

別
消
防
署
へ
請
求
・
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

８
月
５
日
ま
で
必
着

問
い
合
わ
せ
先

津
別
消
防
署
（
予
防
担
当
）

緯

室
2
1
8
9

76
障
害
基
礎
年
金
の
所
得
状
況
届

が
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ

ま
す
。
こ
の
所
得
状
況
届
は
、
引

き
続
き
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も

の
で
、
毎
年
７
月
末
ま
で
に
役
場

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す

（
提
出
さ
れ
な
い
時
は
、
年
金
の

支
給
を
一
時
停
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）。

ま
た
、
障
が
い
の
程
度
を
確
か

め
る
必
要
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

診
断
書
の
用
紙
が
同
封
さ
れ
ま
す
。

７
月
中
に
病
院
で
受
診
し
、
医
師

の
記
入
を
受
け
て
か
ら
、
役
場
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
状
況
届
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場

戸
籍
・
年
金
担
当

緯

室
2
1
5
1

76

（
内
線
2
2
2
・
2
2
3
）

問
い
合
わ
せ
先

北
見
年
金
事
務
所

緯
0
1
5
7
室

室
6
0
0
8

33

平
成

年
７
月
１
日
よ
り
、
消

２７

費
生
活
相
談
窓
口
等
を
案
内
す
る

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
開
設
さ

れ
ま
す
。

１
８
８
番
の
語
呂
合
わ
せ
「
嫌

や
！
（
イ
ヤ
ヤ
！
）」
で
利
用
で
き

ま
す
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消

費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
悪
質
商

法
に
よ
る
被
害
、
通
信
販
売
等
に

よ
る
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
安

全
性
を
欠
く
製
品
に
よ
る
身
体
へ

の
被
害
な
ど
の
相
談
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

網
走
地
方
気
象
台
で
は
、
気
象

知
識
や
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

を
目
的
に
、
一
般
の
方
々
を
対
象
と

し
た
施
設
見
学
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

日

時

７
月

日（
土
）

25

午
前

時
～
午
後
３
時

10

場

所

網
走
地
方
気
象
台

（
網
走
市
台
町
２
丁
目
１
‐
６
）

※
入
場
料
無
料
、
事
前
申
し
込
み

不
要
、
駐
車
場
あ
り

内

容

施
設
見
学
、
観
測
機
器

展
示
、
パ
ネ
ル
展
示
、
気
象
観

測
な
ど
に
つ
い
て
の
説

明（
随
時
）、
実
験
教
室

そ
の
他

雨
天
で
も
行
い

ま
す
が
、
重
大
な
災
害

の
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る

場
合
は
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
際
は
当
台
Ｈ
Ｐ
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

網
走
地
方
気
象
台
業
務
・
危
機

管
理
官

緯
０
１
５
２
室

室
６
８
９
１

44

６
月
中
旬
ま
で
に
平
成

年
度

27

分
の
納
税
通
知
書（
町
道
民
税
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）
の
発
送

を
全
て
終
え
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
納
税
通
知
書
が
送
付

さ
れ
て
い
た
の
に
、
ま
だ
手
元
に
届

い
て
い
な
い
方
や
不
明
な
点
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

税
務
収
納
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

７６
税
務
担
当（
内
線
２
２
０
、２
２
１
）

収
納
担
当（
内
線
2
1
8
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
平
成

年
２８

３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
を
対

象
と
し
た
求
人
に
つ
い
て
、
６
月
２０

日
か
ら
受
理
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

企
業
の
将
来
を
担
う
新
卒
者
の

採
用
に
つ
い
て
是
非
ご
検
討
し
て
い

た
だ
き
、
お
早
め
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
求
人
の
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
公
共
職
業
安
定
所

専
門
援
助
部
門

緯
０
１
５
７
室

室
６
２
５
１

２３

平
成

年
度
は
「
危
険
を
見
つ

２７

け
み
ん
な
で
改
善

意
識
高
め
て

安
全
職
場
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
７
月

１
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
を
本
週

間
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に

お
い
て
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
経
営
者

並
び
に
労
働
者
の
安
全
意
識
の
高

揚
等
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準
監
督
署

安
全
衛
生
課

緯
０
１
５
７
室

室
７
４
０
６

２３

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ  ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

《夏休みにおける少年の非行・犯罪被害防止

と有害環境の浄化》

◎非行防止は家庭から！

・家庭は最も身近な社会です。社会のルールやマナ

ーを守らせ、善悪のけじめをつけさせましょう。

・インターネットを利用して犯罪被害に遭わないた

めに、家庭でのルール作りや情報モラルについて

家族で話し合いましょう。

◎こんな兆候は要注意！

・行き先を言わず外出をしたり、帰宅時間が不規則

になり、夜遊びや外泊が多くなった。

・親に隠れて長時間携帯電話を利用したり、知らな

い人からメールが届くようになった。

◎子どもの携帯電話にフィルタリングサービスを!

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

網
走
地
方
気
象
台

施
設
見
学
会
開
催
の
ご
案
内

網走地方気象台ホームページ

http://www.jma-net.go.jp/abashiri/

町
税
の
納
税
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か

今
月
は
、

日
か
ら

日
に
か

11

20

け
て
「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
運
動
の
重
点

は
、
以
下
の
４
つ
で
す
。

○
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

○
飲
酒
運
転
、
居
眠
り
な
ど
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
型
の
交
通
事
故
防

止○
自
転
車
・
二
輪
車
の
交
通
事
故

防
止
【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

臼
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

渦
車
道
は
左
側
を
通
行

嘘
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行

唄
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒

運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁

止
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
、

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一

時
停
止
・
安
全
確
認
）

欝
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
）

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用

夏
の
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

住民企画課

住民環境

グループ

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

の
求
人
申
込
を
お
早
め
に

第

回
全
国
安
全
週
間
が

８８
実
施
さ
れ
ま
す

断
っ
た
の
に
置
か
れ
た
配
置
薬

薬
屋
の
自
宅
訪
問
を
受
け
、
病

院
か
ら
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
る

か
ら
と
断
っ
た
が
、「
置
く
だ
け

で
い
い
」
と
ね
ば
ら
れ
仕

方
な
く
応
じ
た
。
契
約
書

は
も
ら
っ
て
い
な
い
。
よ

く
考
え
る
と
必
要
な
い
の

で
返
し
た
い
。

配
置
薬
は
上
手
に
使
え

ば
便
利
な
も
の
で
す
が
、

最
近
は
健
康
食
品
の
販
売
、

執
拗
な
勧
誘
、
返
却
に
応
じ
な
い

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
す
。

配
置
薬
の
販
売
者
に
は
、
薬
事
法

で
都
道
府
県
知
事
が
発
行
し
た

身
分
証
明
書
の
携
帯
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
日
連
絡

が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
事
業
者
名
、
販
売

者
名
、
連
絡
先
な
ど
メ
モ
し

て
残
し
て
お
く
こ
と
も
必

要
で
す
。
協
会
と
し
て
は

ご
相
談
の
後
、
預
か
っ
た
薬

は
引
き
上
げ
さ
せ
ま
し
た
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

QA

防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
を
実
施

障
害
年
金
の
所
得
状
況
届

は
７
月
末
ま
で
に

規律の「小隊訓練」、気迫の「ポンプ車操法」、

消防車８台の「一斉放水」、威風堂々の「分列

行進」をぜひ参観してください。

日 時 ７月５日（日）午後２時から

場 所 津別小学校グランド他

サイレンの吹鳴について

演習の際、団員召集・模擬火災訓練時にサイ

レンを吹鳴します。ご迷惑をお掛けしますが、

皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。

※訓練途中、津別中学校吹奏楽部による演奏、

認定こども園こど

もの杜園児による

「ミニ消防自動車」

の放水を行います

（雨天時中止）。

津別消防署・津別消防団

問い合わせ先 津別消防署 緯76－2189

『
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
』
参
加
者
募
集

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

『
１
８
８
番
』
を
開
設



津別町における平成26年１月から12月までに

締結（公告）された賃借料における賃借料水準（円

／10些当たり）は、以下のとおりとなっています。

・データ数は、集計に用いた件数です。

・金額は算出結果を四捨五入し、100円単位としています。

・『（参考）津別町平均』の平均額は、各区分の集計に用い

た全賃借料データの平均です。

問い合わせ先 農業委員会事務局 緯76－2151

津別町農地賃借料を公表します

地 区 名 平均額 最高額 最低額 データ数

活汲・岩富・達美

最上

高台・豊永

美都・上里

共和

恩根・栄・双葉

沼沢・本岐・木樋・

二又

大昭・布川・相生

（参考）津別町平均

8,100 10,000 8,000 14

5,500 8,100 1,700 5

6,700 8,000 5,000 5

5,600 8,000 1,500 12

7,300 10,000 3,000 18

4,900 8,000 1,900 5

3,500 6,600 1,000 12

5,200 6,500 2,400 11

6,000 82

試 験 日 平成27年9月20日(日)

受付期間 平成27年7月13日(月)～8月14日（金）

試験申込書等の設置場所（設置は7月13日以降）

・管内町村役場 ・オホーツク町村会

・北海道町村会 ・札幌学生職業センター

・北見市大卒者情報センター

問い合わせ先

・オホーツク町村会 緯0152－44－6472

（網走市北7条西3丁目オホーツク合同庁舎内）

※北海道町村会ＨＰにも記載されています。

・役場総務課 緯76－2151（内線208）

窓枠、玄関サッシを売払います

町では町有施設の解体時に出た窓枠、玄関サッ

シを１枚５００円～１０００円で売払います。すべてア

ルミサッシです。

購入希望者は建設課住宅グループまで連絡して

ください。お申込み順に随時売払います（数に限り

があります）。

問い合わせ先

建設課 住宅グループ

緯76－２１５１（内線２５２・２５５）

津別町保健福祉課では、「北海道民の食と

運動」の実態を明らかにするための調査を

近々実施いたします。津別町の15～74歳の

住民から無作為に選ばれた方々に、食事や運

動などの生活習慣に関する調査票をお送りし

て、調査へのご協力をお願いする予定です。

調査には道内の他の市町村も参加し、得ら

れる結果は、津別町ならびに北海道の健康づ

くりの政策にとって非常に重要なものとなり

ます。調査対象に選ばれた方々には、趣旨を

ご理解いただき、ぜひともご協力くださいま

すようお願いいたします。

問い合わせ先

保健福祉課健康医療グループ

緯76－2151（内線231）

津
別
町
教
育
大
綱
（
素
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
て
い
ま
す

教
育
大
綱
は
、

地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
平
成

年
度
か
ら
地
方

２７公
共
団
体
の
長
に

策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
た
も
の
で
す

が
、
策
定
に
際
し

て
は
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
教
育
、

学
術
及
び
文
化
の

振
興
に
関
す
る
総

合
的
な
施
策
に
つ

い
て
、
そ
の
目
標

や
施
策
の
根
本
と

な
る
方
針
を
定
め

る
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
び
「
津

別
町
教
育
大
綱
」

を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
広
く
町
民

の
皆
様
の
ご
意
見

を
募
集
し
て
い
ま

す
。

※本調査は北海道大学大学院医学研究科公衆衛

生学分野の依頼により、共同で実施いたします。

募集人員 １名 採用予定年月日 平成２８年４月１日

応募資格 ３０歳以下の方（昭和６０年４月２日以降に生まれ

た方）で、次の要件のいずれかを満たす方

（１）学校教育法による４年制大学で土木工学に関する専

門課程を修めて卒業した方又は平成２８年３月末まで

に卒業見込みの方

（２）１級土木施行管理技士の資格を有する方

※ただし、日本国籍を有しない方又は地方公務員法第１６

条（欠格条項）に該当する方は受験できません。

試験方法 作文筆記、個人面接

試験日時 平成２７年９月７日（月）午前９時～

場 所 津別町役場林業研修会館（役場庁舎裏）

受験申込手続 平成２７年８月２４日（月）までに次の書類

を提出してください。

（１）職員採用試験申込書（自筆すること）

※ホームページより入手してください。

http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

その他、自己アピール等があれば、併せて提出してくだ

さい（様式自由、パソコン等可、Ａ４版２ページ以内）。

（２）添付書類 ※詳細はホームページ参照。

応募・照会先

〒092－0292 網走郡津別町字幸町４１番地

津別町役場総務課庶務グループ 緯0152－76－2151

E-mail：soumu1@town.tsubetsu.hokkaido.jp

（照会・問合せのみ）

※受験申し込みについては、郵送又は持参でお願いします。

ȶཤ٬ൽྦྷ͈͂൲ͅ۾す
ͥऔȷͅご協力̩̺̯い

選ばれた方はお手数

おかけしますが、

ご協力をお願いいた

します。

平成28年度 津別町職員（土木技術職員）募集

募集期間 平成27年6月22日（月）～7月21日（火）

意見を提出できる方 ・町内在住者 ・町内勤務者 ・町内に事業所を有する法人、その他の団体

閲覧できる場所 ・津別町ホームページ http://town.tsubetsu.hokkaido.jp/

・役場正面玄関ロビー ・中央公民館 ・さんさん館

記載事項 住所、氏名およびご意見（書類様式は、町のホームページからダウンロードしていただく

か、閲覧場所に備え付けられたものを使用してください）。

提出方法 ・郵送 ・ＦＡＸ ・Ｅメール

・総務課職員または閲覧場所の職員へ提出してください（電話では受付いたしません）。

注意事項 ・いただいたご意見については、個別に回答いたしません。

・いただいたご意見の概要とそれに対する考え方については、別途公表いたします。

※ご意見を公表させていただく場合は、個人情報に十分配慮いたします。

提出・ 総務課 〒092－0292津別町字幸町41番地

問い合わせ先 緯（0152）76－2151（内線208） FAX（0152）76－2976

E-mail：soumu1@town.tsubetsu.hokkaido.jp

意見書の提出̾ͅい̀



問い合わせ先 保健福祉課 介護保険担当 閏番窓口 緯76－2151（内線230）

・町民税非課税
・配偶者も町民税非課税（別世帯も含む）

所得要件

預貯金等が一定額以下

単身世帯：1,000万円

夫婦世帯：2,000万円

資産要件町民税非課税所得要件

平成２７年７月まで

平ַ成２７年

８月から

これまでは、町民税非課税世帯の方が対象でしたが、平成２７年８月からは在宅で生活される方との公平性を

高めるため、一定額以上の預貯金等の資産をお持ちの方は自己負担いただくよう基準の見直しを行ないます。

今までは、本人及び同一世帯の前年の所得を基に対象となるが判断していましたが、８月からはこれに加

え「配偶者の所得」「預貯金等」も勘案されます。

これに伴い、申請書の添付書類として、金融機関への照会に対する同意書、預貯金通帳等の写しが必要と

なり、町は必要に応じて銀行等に口座情報の照会を行います。また、不正受給した際は、加算金が課される

場合があります。

介護保険施設（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護療養型医療施設）に入所、またはショート

ステイを利用されている方の居住費、食費負担額の減額認定期間が７月３１日で満了することに伴い、８月１

日からの減額認定の更新手続き及び新規の申請を受け付けています。

これは、本来自己負担となる介護保険施設での居住費と食費（ショートステイを含む）について、町民税

非課税世帯の方を対象に負担の軽減を図るものです。

なお、減額認定は、申請のあった月の初日までしかさかのぼることができませんのでご注意ください。

《平成２７年８月から負担軽減の基準が変わります》

《介護保険施設の居住費及び食費の減額申請》

～ 介 護 保 険 制 度 の お 知ら せ ～

◆一般プレミアム商品券
13,000円（１組）の商品券が１万円で買えます。

◆福祉プレミアム商品券
（平成２７年度町民税非課税世帯該当）

13,000円（１組）の商品券が５千円で買えます。

〈地域消費喚起・生活支援型交付金事業〉

津別町プレミアム付商品券
７月下旬より販売します

～６月１日現在、津別町に住民登録のある世帯が対象です～

夏の交通安全運動

問い合わせ先

住民企画課 住民環境グループ

緯76－2151（内線216）

７月11日（土）～20日（月）

ൽ

ൡ一࣐൲日

７月1Ĵ日（月）

ΓȜέΞͻ

Ȝσ

○子供と高齢者の交通事故防止

○飲酒運転、居眠りなど観光・レジャー

型の交通事故防止

○自転車・二輪車の交通事故防止

○全ての座席のシートベルト・チャイル

ドシートの正しい着用

運 ൲ の ਹ ത

・世帯単位の販売となります。１世帯２組までです。

・７月中旬、各世帯に購入案内通知を出します。

・事業は、津別町商工会に委託して実施します。

・販売日時等詳しくは新聞折込、役場ホームページ等で

お知らせします。

問い合わせ先

産業振興課 商工観光グループ 緯７６－２１５１(内線315)

本年６月１日、日本年金機構において、

保有している個人情報の一部が外部に

流出したことについて公表があり、この

ことに便乗した詐欺事件が全国的に発

生しています。

日本年金機構（年金事務所）から、電

話や電子メールで連絡することはあり

ません。

▼このような電話は詐欺です！

ɟ年金機構の職員を名乗り、「あなたの

年金番号が流出しました。変更に費用

がかかる」と言ってお金を振り込ませる。

ɟ年金事務所の職員を名乗り、「情報が

もれているので変更手続きが必要です。

振込先口座の通帳と印鑑を受取りに行

きます」と言われ、通帳などをだまし取

られる。

▼不審な電話や訪問があった場合、

その場で回答せず、すぐに近くの

警察へ相談してください。

・津別駐在所 緯76－2610

・活汲駐在所 緯76－4283

・本岐駐在所 緯77－2230

年金情報の流出に便乗した
詐欺にご注意ください

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

《
委
員
公
募
の
概
要
》

町
で
は
津
別
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
は
、
保
健
福
祉
関
係
者
、
児
童
福
祉
関
係
者
、

教
育
関
係
者
、
町
長
が
必
要
と
認
め
た
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
平
成
27

年
か
ら
5
年
間
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
確
認
検
証
す
る

に
あ
た
り
、
幅
広
く
町
民
の
意
見
を
聞
く
機
関
と
し
て
設
置
し
ま
す
。

公
募
期
間

平
成

年
7
月
1
日
（
水
）
か
ら
7
月

日
（
水
）

27

22

応
募
資
格
（
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）

・
津
別
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

・
平
成

年
4
月
1
日
現
在
で
、
年
齢
が

歳
以
上
の
者

27

20

・
子
育
て
当
事
者
（
現
に
就
学
前
児
童
ま
た
は
初
等
教
育
を
受
け
る

児
童
を
養
育
・
監
護
し
て
い
る
方
）

募
集
人
員

2
名

任

期

平
成

年
8
月
1
日
か
ら
平
成

年
7
月

日

27

29

31

報

酬

日
額
6
3
0
0
円

（
た
だ
し
、
会
議
が
3
時
間
未
満
の
場
合
は
3
1
5
0
円
）

※
会
議
開
催
は
不
定
期
、
年
3
回
程
度
を
予
定

応
募
方
法

・
応
募
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

か
、
保
健
福
祉
課
で
配
布
し
ま
す
。

・
津
別
町
役
場
（
津
別
町
字
幸
町

番
地
）
保
健
福
祉
課

介
護
福

41

祉
グ
ル
ー
プ
へ
郵
送
か
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書
類
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
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祉
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７
）
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